
(公財)青少年育成福井県民会議

年度

S57
　青少年の育成に関する知事からの諮問に対し、県青少年問題協議会は答申の中で、「青少年基金」制
度、その推進母体の足がかりを県民会議が受け持つことについて提言

県民会議総会で｢青少年育成基金」事業を決定。募金活動を開始。
青少年育成一灯基金設置準備委員会の開催（～S59.2/21)

青少年健全育成強調月間に合わせ本格的に募金活動を始める
　・報道機関への協力要請
　・県、市町村、公民館、青少年団体等に協力依頼(募金箱設置）
　・街頭募金活動
　・金融機関へ募金の振込に関するの協力依頼　など

チャリティバザーの開催(ショッピングタウン「ピア」）
青少年育成一灯基金管理運営委員会の開催（～S60.3/29）
県民会議役員会で｢一灯基金の財団化」について検討（7/3）
(財)福井県青少年育成一灯基金設立発起人会の開催（7/19）
(財)福井県青少年育成一灯基金設立許可申請（11/19）
(財)福井県青少年育成一灯基金設立(発足）　初代理事長に市橋保氏（11/27）
理事が企業を訪問し協力要請
県から一灯基金に１億円の出捐金

H 1 一灯基金から県民会議への助成始める
H 3 県から一灯基金に１億円の出捐金
H 4 新たに４９５ヵ所に募金箱を設置
H12 青少年育成一灯基金のシンボルマーク・愛称を決定

・シンボルマーク　　　　青山謙二さん(武生市）（応募数２２０点）
・愛称「すくすく募金」　雨森茂喜さん(福井市）（応募数　８７点）
県民会議臨時総会において一灯基金と統合し公益法人となることを決定(12/21)
一灯基金理事会において県民会議と統合し公益法人となることを決定(12/25)
県民会議と一灯基金が統合(1/1)

H25 公益財団法人　青少年育成福井県民会議に(4/1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　            【募金箱】　　　　　　　　　　　　

 

　　　　　　　　　　　          　            　　　最初は紙製の募金箱でした。

H24

青少年育成一灯基金(すくすく募金）

　青少年問題を県民一人ひとりの問題として考え、全県民の協力によって浄財を蓄積し、その果実によって時代を
担う青少年の健全育成を積極的に推進し、青少年育成事業の進展に寄与しようとの願いを込めて発足しました。

青少年育成一灯基金のあゆみ

S58

S59

S60

発足時目標
５年で３億円！
１０年後には

５億円！

街頭募金活動では、
ボーイスカウト・ガー
ルスカウト・啓新高校
の皆さんにも役職員と
一緒に募金活動にご協
力いただいています。

　　　　　　　　　　　　　平成29年3月、 (公財）青少年育成福井県民会議 発行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「～結成50周年を記念して～青少年を見守り５０年。ふくいの夢を育てます。」より


